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と比較して、商用量群では術後 14日と 21日自に、低用量群では術後 14日固に有意に疹痛関値が
回復した⑬<0.05).HIF.1αl士、高用量詳の陽性細胞数割合が有意に減少していたら<0.05).ASIC 
3の発現は、すべての許制時期に群聞での差がなかった。
[結籍】本研究の結果から、ラット髄核留置モデルに対してABIC3選択的阻害薬は、 ASIC3の発
現の変化をきたすことなく濃度依存性に疹痛関値の低下を抑制し、 DRGにおける虚血性変化を抑
制することが明らかとなったoASIC3選択的阻害薬は康雄椎間板ヘルニアの治療標的のーっとな
る可能性が示唆された。
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